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（１）プログラムの全体像
医療における病理医の役割は重要で、治療⽅針の決定に深く関与します。このため病理医の責務は重⼤で、多数の症

例を経験し、臨床医と連携する姿勢を学ぶことが⼤切です。本プログラムでは、基幹施設と⽐較的近距離にある多くの
連携施設とが密に情報を共有しながら、魅⼒的で、しかも各研修医のニーズにあった教育を⼼がけます。⼤阪⼤学医学
部附属病院病理診断科を基幹型施設とし、多数の専⾨研修連携施設の中から各研修医にあった適切な施設をローテート
して病理専⾨医資格の取得を⽬指します。また並⾏して、細胞診断における研修も⾏うことにより、細胞診専⾨医取得
も可能となります。

本プログラムに参加する施設の病理専⾨医が互いに集まり議論する機会も多く、またバーチャルスライドによるディ
スカッションネットワークの構築も試みており、病理医として成⻑していくための環境が整っています。また病理診断
を⽀える概念は⽇々の学術的活動の結果⽣まれたものです。病理診断を⽀える病理学の進展に向け、本プログラムでは
病理学的研究を⾏う環境も整えています。

（２）プログラムの研修連携施設 
指導医数は、他プログラムとの按分した⼈数で⽰しています。

研修施設名 専任病理医数 病理専⾨医数 病理専⾨指導医数

⼤阪⼤学 17 10 7

⼤阪けいさつ病院 4  4  2

国⽴循環器病研究センター  2 2 6/5

ベルランド総合病院 1 1 1

関⻄ろうさい病院 4 4 7/10

箕⾯市⽴病院 0 0 0

市⽴伊丹病院 3 2 1

市⽴池⽥病院 1 1 1

兵庫県⽴⻄宮病院 1 1 7/10

⻄宮市⽴中央病院 1 1 1



研修施設名 専任病理医数 病理専⾨医数 病理専⾨指導医数

市⽴豊中病院 3 2 7/10

市⽴吹⽥市⺠病院 1 1 1

JCHO ⼤阪病院 3 2 7/10

国⽴病院機構⼤阪医療センター 4 3 1

国⽴病院機構⼤阪南医療センター 1 1 2/5

住友病院 2 1 1

⼤⼿前病院 1 1 7/10

⼤阪急性期・総合医療センター 3 3 7/10

市⽴東⼤阪医療センター 2 2 2

⼋尾市⽴病院 1 1 35/100

⼤阪はびきの医療センター 1 1 3/10

⼤阪⺟⼦医療センター 1 1 2/5

⼤阪府済⽣会富⽥林病院 1 1 7/10

⼤阪ろうさい病院 3 2 1

堺市⽴総合医療センター  1 1 5/10

泉⼤津急性期メディカルセンター 1 1 1

市⽴⾙塚病院 1 1 1

りんくう総合医療センター 2 2 7/10

近畿中央呼吸器センター 1 1 1/5

市⽴岸和⽥市⺠病院 2 2 1/10

⽇本⽣命病院 1 1 1

⼤阪府済⽣会千⾥病院 1 1 1

国⽴病院機構南和歌⼭医療センター 1 1 1

川⻄市⽴総合医療センター 1 1 3/10

⼤阪回⽣病院 1 1 1

多根総合病院 2 2 2/10

JCHO ⼤阪みなと中央病院 1 1 1

愛染橋病院 0 0 0

⼤阪国際がんセンター 7 7 3/10

⼤阪公⽴⼤学医学部附属病院 7 7 2/10

愛媛⼤学 7 5 1/10

千葉⼤学 7 4 1/10

近畿⼤学奈良病院 2 1 1/10

※ プログラム全体で受け⼊れ可能⼈数は、５名／年です。
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（３）プログラムの実績
毎年、病理専⾨医試験に合格して専⾨医となっている実績があります。

（４）プログラムの指導状況
⼤阪⼤学医学部附属病院病理診断科の専⾨研修施設群は、⼤阪府内および阪神間の施設で互いの⾏き来が便利です。

施設の中には地域中核病院と地域中⼩病院が⼊っています。常勤病理指導医不在の施設でも病理専⾨医が常勤で所属し
ている施設も多くあります。また常勤病理専⾨医が不在の施設での診断に関しては、診断の報告前に基幹施設あるいは
連携施設の病理専⾨医がチェックし、その指導の下最終報告を⾏います。

本研修プログラムの専⾨研修施設群における解剖症例数の合計は、年平均 350 症例を超えており、病理専⾨指導医は
25 名以上在籍していますので、15 名（年平均 5 名）の専攻医を受け⼊れることが可能です。また本研修プログラムで
は診断能⼒に問題ないと判断された専攻医は、地域に密着した中⼩病院へ⾮常勤として派遣されることもあります。こ
れにより地域医療の中で病理診断の持つべき意義を理解した上で診断する重要さ、および⾃⽴して責任を持って⾏動す
ることを学ぶ機会になります。

本研修プログラムでは連携型施設に派遣された際にも、年１０回以上は基幹施設である⼤阪⼤学医学部附属病院病理
診断科において、各種カンファレンスや勉強会に参加することで研修を充実させています。

（５）専⾨医の取得等

資格名（学会等名） 病理専⾨医（⽇本病理学会）

資格要件

・病理専⾨医受験申請時に、厚⽣労働⼤⾂の指定を受けた臨床研修病院における臨床研修
（医師法第１６条の２第１項に規定）を修了していること。
・⽇本病理学会認定施設において 3 年以上⼈体病理学研修を⾏っていること。
・出願時 3 年以上継続して⽇本病理学会正会員であること。
・⼈体病理学に関する原著論⽂・学会報告が 3 編以上あること。
・死体解剖資格を取得していること。
・病理解剖経験数 24 例以上 かつ 剖検講習会受講
・組織診断経験症例数 5000 件以上
・細胞診断経験症例数 1000 件以上
・術中迅速診断経験症例数 50 例以上
・CPC 報告書  4 症例以上（病態⽣理に関するフローチャートつきレポートが必要）
・病理組織診断，分⼦病理診断および細胞診に関する講習受講
・筆記、実地、⾯接試験の合格

資格名（学会等名） 細胞診専⾨医（⽇本臨床細胞学会）

資格要件

・医師資格取得後 5 年以上の者。
・本法⼈および関連学会において、原則３年間以上にわたり細胞診断学の研修を受けた者
・細胞診断学ならびに細胞病理学に関する論⽂３編以上をもち、その内１編は筆頭者であること。

発表論⽂の中で少なくとも１編は論⽂査読制の執られている学会誌で発表していること。
・本法⼈活動の顕著な実績および教育委員会の主催するセミナー参加は細胞診専⾨医委員会の

審議を経て論⽂１編に該当すると⾒なす。
・病理専⾨医など基盤領域学会専⾨医は、本法⼈における細胞診断学の研修２年間以上をもっ

て受験申請可とする。
・筆記試験の合格
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資格名（学会等名） 死体解剖資格

資格要件

次のいずれかに該当する者で、死体解剖資格の認定を受けようとする者
（１）医学⼜は⻭学に関する⼤学等で、免許取得後２年以上解剖に関する研究・教育業務に従

事し、かつ直近の５年以内に２０体以上の解剖経験を有する医師、⻭科医師
（２）医学⼜は⻭学に関する⼤学の解剖学、病理学、法医学の専任講師（これと同等と認めら

れる者を含む。）の職にある者であって、５年以上解剖に関する研究・教育業務に従事し、
かつ直近の５年以内に５０体以上（主執⼑２５体以上）の解剖経験を有する者
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■⼤阪⼤学医学部附属病院 病理診断科
 担当者 松井 崇浩
     森井 英⼀
    boshu＠molpath.med.osaka-u.ac.jp
 診療科ホームページ  http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/molpath/index.html

問い合わせ先

病理専⾨研修プログラム




